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{日約]襟準fとされた捗行議j整カテストは，文部科学:
省新体力テスト (65緩から79裁対象)の10ml壕審物歩行
テストである. しかし，テスト実務に必要な施設さを鰐
が議係できず， 10ml濠獲物歩行テストが実施できない
場合があるため，歩行務整力を測定する代替テストが
必喜さである.本掛究の8約は 歩行能力テストにおけ
る8の字歩行テストの併存的妥当性を検討することで
あった. [方法}溺定袋容は握力， ヒイ本起こし，授産
体蔀怒，路線片足立ち， 10m際答物歩行， 6分間歩行，
8の学捗行テストのT療包であった.地域在住65議以上
の努性21名 (71.14ゴニ4.14畿)，会性28名(70.57土<1.10
議)の計約名(70.32土4.09綾)を対象とし，持テスト法
を溶いて偉業詩;怜aを絵討した.地域在住65議以上の男性
106名(71.38土3.90綾)， f;:性 lZ!)名 (70.26 土4. .13~長)の
計23J名(70.31土4.02議〉を対象とし，妥当性を検討し
た.10m'欝ご害物歩行を妥当去基準とし，加齢;こ対する鋭
敏性，構成概念妥当性，併存的安当殺を検討した.鋭
敏伎は測定銭と年齢の関係から検討した.構成概念妥
当性は体力の1関子モデルを仮定し，綾託的滋子分析
を潟いて検討した.併存的安;当性は10m障壁害物多行と
の総l*J関係から検討した. [結果J8の字多主行テストの
傍頼性係数は努1tが.944，女性が.9，16であり，常松j笠
が繕認された. 8の学歩行テストの平均fiUを 5~長際綾
ごとに分類した結来，年齢とともに低下していた.年
寄告と8のす・歩行テストの組関係数は努tl‘詩人215.女性
が.515であった.これらの結巣からt 8の字本行テス
トの加齢に対する鋭敏悦が確認された.10m稼警物渉
行においても8の字歩行テストと同様の傾向を示した.
検託約国子分析の結栄，モデルのj護合度はGFI芝.967，
AGFI=.923， Nド1=.929. CFI=.984， AICむ70.676，
I{MSEA=.034. X 2 =22.676， P"=.203と良好な穫をf詳
し，モデルは採択された，体力を溺定する8の字歩行
の相関係数は努憶がぬ.75，女性.が-.77を添い体力を
総定するテストバッテ 1)として構成概念妥当性が示
された.10m際獲物歩行の講談概念妥当性係数は弾性
が-.77.女性がー.85と近似した鍍をえミし， 10m隊審物
捗行の代替テストとしての8の学歩千fテストの妥当性
が示唆された.8のま詳歩行と10m!翠審物歩行の税関係
数は男性が.810，女性が会881と書道い{惑を示し， 8の字
歩行テストの併存的妥当性が機認きれた e 以上より，
高齢者を対象とする Sの字参行テストは慾頼性き安さき
散を満足し， 10m離警!防捗行テストに対する併存的妥
当性を議たすことが検挺された.
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